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泌尿器科紀要第20巻発行にあたって
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 本号より泌尿器科紀要（以下「紀要」と略します）

は20巻目にはいります．創刊以来満19年が過ぎたわけ

です．これはとりもなおさず「紀要」が泌尿器科を専

門とする人びとに必要とされたからであって，そうで

なければこれだけ長期間発行がつづけられるものでは

ないと思います．

「紀要」は経済的には会費（購読料）と掲載料と，広

告料（これはたいへんわずかです）よりなりたって

います．しかしこのなかから人件費を捻出することは

とてもできません．つまり，卒直にいって「紀要」は

京大泌尿器科教室の奉仕によって発行することが可能

となっているわけです．各大学には，その大学から出ノ

されているいろいろな学術雑誌があります．京都大学

にもいろいろありますが，それらの多くはその教室の

ために発行しているといった性格が強いように思いま

す．しかし「紀要」には京大泌尿器科教室のために発

行しているといった，いわゆる京大色はほとんどあり

ません．これは毎号の投稿者をみていただければ自明

のことと思います．また最近10年間の投稿者の所属を

調べてみましたが，全国的に投稿者がちらばってお

り，特定の大学の教室だけに限られていないことがよ

くわかりました．

 私は「紀要」発行の責任者となって以来，学術雑誌

のあり方，そして「紀要」のあり方について，原点に

かえって考えてきました．そしてぎわめて平凡な結論．

ですが「紀要」が泌尿器科学の進歩のためにもつと役

だつためには，さらに成長してよりよい雑誌より権

威ある雑誌へと発展することが必要と考えました．で

は，よい雑誌，権威ある雑誌とは何か．これもたいへ

ん単純な考え方かも知れませんが，それは多くの発行

部数を有し（すなわちたくさんの人びとに読まれ），

学問的に価値ある多くの論文が掲載される雑誌と思い

ます．そして，その論文にはすみずみまで筆者および

編集者の神経がゆきとどいていて，読みやすくきちん

と整理されていなければならないと思います．さら

に，権威ある学術雑誌は学問的に価値ある論文のみを

acceptします．例えば“Nature”や“Science”（私

幕 京大教授（泌尿器科学）

はこれらはよい雑誌権威ある雑誌と考えています）

には結果的には投稿論文の20～30％ぐらいしか掲載さ

れないようです．すなわち投稿された論文を100％そ

のままのかたちで掲載することはけっして学術雑誌の

あるべき姿とは考えません．けれども，これはそこま

でのレベルにまで到達してはじめてできることで，今

すぐ「紀要」をこのようにしょうと考えているわけで

はありません．しかし将来こういつた形式をとること

になるのが望ましいと考えています．．

 「紀要」がこのように特定の大学，特定の教室のた

めの学術雑誌でない以上，特定の大学の教授が1人で

編集者，発行者を占めるのは正しくないと考えます，

そこで今回，つぎの方がたと私が加わって編集委員会

を組織することになりました．
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 編集委員は関西地方の大学関係者のみでありますが，

これは必要なときいつでも集まっていただけることが

できるよう，地理的に近い方がたにお願いしたわけで，

「紀要」を日本泌尿器科学会関西地方会の機関誌的な

ものにもつてゆこうとの考えからではありません．

 この編集委員会は「紀要」の本質的なあり方，編集

方針について審議する会で，すでに1973年12月15日第

1回の編集委員会をひらきました．編集の実際は従来

どおり友吉唯夫博士を中心に行ないます．

 晴報公害」という言葉が生れるほど種々な情報が

氾濫している時代です，丁紀要」がはたしていつまで

泌尿器科領域の人びとに必要とされるかわかりません

が，必要とされている現在，少しでもよいものへとも

っていきたいと思います．これが泌尿器科学の進歩に

役だつ道だと考えております．また，「紀要」に関し

てご意見があれば，編集部のほうへお知らせくだされ

ば幸甚です．

 「紀要」第20巻発行にあたって，過去19年間の長期

にわたって「紀要」を支えてこられた諸先生がたに敬

意を表し，同時に今後の「紀要」のあり方についての

私の考えの一端を述べました．


